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報告

★２０２２年４月「令和４．４」現在の中遠広域事務組合の状況

令和４年２月３日に開催

中遠広域事務組合議会の報告 出席者は 寺田、近藤、議長に 大庭の４名

磐田市７人 森町２人 計 １３人

中遠広域事務組合での仕事ですが 袋井市から出る

金物・小型電化製品 ５１７ｔ 令和２年

蛍光管・乾電池 ３４ｔ ＝ 約１１５８ｔ

袋井市ゴミ「フロー図より」

がれき等埋め立てゴミ６０７ｔ 廃棄物処理をしている

施設処理 ＋処分場（令和４年分）

袋井 ６９０ｔ＋２２２０ｔ（↓民間委託分）

磐田 １３４０ｔ＋４３４０ｔ＋１４４０ｔ

森 １１０ｔ＋ ３２０ｔ

磐田市は４，３４８ｔとれ年予算書には記載している前の年は５７８８ｔで

１４４０ｔ とＲ３からＲ４にかけて減っている

令和２年度の決算資料より＞

これには７，７７３－１６０４（中遠クリーン）＝６１６９ｔが持ち込まれている

Ｒ４年予算書には６，８９１ｔが一宮に入っていることになっており

１，０００ｔ程度の誤差がある

磐田の３５４２．９２ｔの８割は磐田のクリーンセンターから出ている主灰等

これを民間委託にする

中遠広域からの埋め立ては２，３３１ｔ程度

中遠クリーンセンターからは１６０４ｔ程度

袋井の２５３ｔ、森町からは４０ｔ となっているが 詳しくは分からない
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当議会では、２本の議案があった

議案 報告第１号 例月出納検査結果の報告について

令和３年の７月から１０月までの出納検査報告あり。

帳簿残高・現金残高ともに符号 216,428,978円「10月末現在」
議案第１号 令和４年度中遠広域事務組合会計予算

これについては市町の分担金・負担金５３７，１０５千円と

組合債１２２，３００千円など

の主な収入をとして

総額７１６，１９９千円の収入に対し

支出は事業費の６０６，９４７千円 を主に

支出をしています

収入の分担金のうち袋井市分は １５４，７４９千円

収入の負担金は５８，１０９千円は磐田市プラスチックを入れている

ちなみに事業費ですが、

●不燃物処理施設業務費 ３５３，３６９千円

このうち長寿命化のためＲ４～Ｒ５で２５２，６００千円の

債務負担あり 令和４年で、 燃ゴミ破砕機、残渣ホッパー、

コンベア修繕など、136,000 千円に使っている。Ｒ５も引き続き
行う予定。

基本的には３５３，０６９千円-１３６，０００千円＝
普通新貝は１３０，０００千円程度で住むはず。

●不燃物最終処分場管理費 １７，４１１千円

● 〃 業務費 ２３６，１６７千円

業務費の主なものは 排出される排水処理に

光熱水費に６，７００万円 希釈水など

施設運営に６，０００万円

地元対策 ３，６００万円 地元環境整備負担金

維持補修 ２，０００万円 など

ポイント

■磐田市は令和３年度～令和６年１２月まで磐田市は半分の埋め立て

ゴミを搬入する・・・磐田市は令和３年度から半量しか入れず

＊搬入量割合・・不燃性ゴミ処理に係る経費については、

予算に属する年度の前々年度の１１月１日～前年度の１０月末

の搬入量による

令和４年度 Ｒ２／１１～Ｒ３／１０

・ 磐田市は令和３年度から半量しか入れず
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しかし搬入量カウントは Ｒ３／４～「７」ケ月 ３割影響

10✕ 7/10＝７
令和５年度 Ｒ３／１１～Ｒ４／１０ 磐田市は半分の量

10✕ 1/2＝ 5 ５割影響

令和６年度 Ｒ４／１１～Ｒ５／１０ 磐田市は半分の量

10 ✕ 1/2 ＝ 5 ５割影響

令和７年度 Ｒ５／１１～Ｒ６／１０ 磐田市は半分の量

10 ✕ 1/2 ＝ 5 ５割影響

令和８年度 Ｒ６／１１～Ｒ７／１０ Ｒ７／１から入れない

結果Ｒ６年、１１、１２の２か月分カウント

10✕ 1/2× 2/10＝ 1 ９割影響

令和９年度 １０割影響

■令和６年１２月までは磐田市半分搬入

■令和７年１月から磐田市は一宮に入れない

■令和８年１２月まで 森町一宮一般廃棄物処分場ゴミ搬入約束

■令和９年 １月から１２月まで 全量民間委託となる

■民間委託に向けて令和４年度にやること

Ｒ２調査委託をした民間の最終処分場の業者の中から自治体との契約実績のある

５社選んでヒアリングしていく。民間の最終処分場でゴミ処理をする、その中で

会社の信頼性、災害時の対応やコスト、などのヒアリングをする。


